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今月の特集

平城貝塚発見120周年記念シンポジウム
「平城貝塚と縄文文化」

祭囃子も軽やかに! 秋祭り

セカンドステージへ向けて!
　愛南グリーン・ツーリズムフェスタ
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町 長 の 行 動

表紙の写真コメント
今年も町内各地区では秋祭

りが盛大に行われました。写真は御

荘長月地区の四つ太鼓です。「がん

ばろう!日本」「負けるな!東北」と

書かれた垂れ幕をつけた四つ太鼓を

威勢よく担いで練り歩きました。

11/3

今年度末に予定されて
いる高速道路の宇和島
延伸を契機として開催
される、「えひめ南予いや
し博2012」のPRキャラ
バン「いやし隊。つな
がり隊。」が、清水町
長を表敬訪問しました。
(10/24）

旧深浦小学校体育館で、
深浦地区ふれあい運動会
が開催され、地区の皆さ
ん約170人が、パン食い
競争や風船割り合戦など
の競技に挑戦しました。
初めての屋内開催でした
が、笑顔がはじける楽し
い運動会となりました。
(10/16)

正木地区に伝わる「正木

花とり踊り」は、毎年旧

暦10月18日、歓喜光寺権

現堂及び境内、旧庄屋蕨

岡家の3か所で、古風な

いでたちに太刀や鎌を持

ち、鉦
かね

と太鼓に合わせて

踊ります。(11/13)

愛南町消防団御荘方面隊

第2分団(中浦支部)に、新

しい消防ポンプ車が配備

されました。清水町長か

ら清水三
みついき

生分団長に消防

ポンプ車のキーが手渡さ

れました。 (11/9)

先の大戦から66年。戦没
者の方々に対し追悼の誠
を捧げ、平和を祈念する
「愛南町戦没者追悼式」
が、御荘文化センターで
厳かに開催されました。
(10/26)

10月　愛媛県空手道選手権大

会 (16 日 松山市 )、社会を明る

くする運動推進委員会 (17日 )、

国土交通省へ道路陳情 (19日 東

京都 )、御荘病院運動会 (20日 )、

愛媛県町村会全員連絡会 (21日 

松山市 )、あけぼのバレーボー

ル大会 (23日 )、えひめ南予いや

し博 2012PR キャラバン隊来庁

(24日 )、フレッシュ一本松役員

会 (25日 )、愛南町戦没者追悼式

(26日 )、環境対策委員会(27日 )、

国土交通省との意見交換会及び

要望活動 (28日 東京都 )、平城

貝塚発見120周年記念シンポジ

ウム (29 日 )、住民自治評価委

員会 (31日 )など。

11月　暴力・銃器・薬物追放

住民大会 (1日 松山市 )、宇和海

水産構想推進フォーラム2011(2

日 宇和島市 )、ふるさと一本松

祭 (6日 )、内外情勢調査会宇和

島支部懇談会 (8日 宇和島市 )、

新庁舎建設懇話会 (9日 )、えひ

め産業立地フェア2011(10日 大

阪市 )、愛南町文化祭 (12 日 )、

四国西南部の地域づくりに関す

る意見交換会 (12日 四万十市 )、

滑床自然休養林等保護管理協議

会総会 (15日 )など。

愛ロード・サポーターの

「城辺フラワーグループ

青空(末武裕
ゆ う こ

子会長、会

員11名)」が、快適で美

しい道路環境の維持に多

大の貢献があったとし

て、中村時
ときひろ

広愛媛県知事

から感謝状が送られまし

た。(10/19)

愛南トピックス
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愛は南から

愛南トピックス

目次＆注目記事

笑顔いっぱい！
愛なんっこ

愛南
こみゅにけーしょん

元気いっぱい！
アイ・あい・愛ランド

あいなん掲示板

町政フラッシュ

p26

南レク城辺芝球技場で
行われた「愛南サッ
カーフェスティバル
2011(キッズの部)」で
す。元気よくボールを
追いかけるなでしこ
キッズに、多くの声
援が送られました。
(10/30)【P25参照】

平城貝塚発見120周年記念シンポジ
ウムでは、平成7年の第5次発掘調
査の指揮をとられた日本考古学協
会会員の犬飼徹

て つ お

夫さんの講演が行
われました。平城貝塚の研究の歩
みや考古学上の重要性、平城貝塚
に対する思いを述べていただきま
した。(10/29)【P4参照】

御荘中学校2年の矢野夏
な つ き

生さん、小野山果
か り ん

林さん、埜下

陽
は る か

加さんが、職場体験学習で「ぎょしょく普及事業」の

お手伝いや防災無線の放送に挑戦しました。(11/9)【P20

参照】

今年の秋祭りでは、御荘平城・節崎地区の唐獅子
が3年ぶりに復活して参加しました。写真は「節崎
唐獅子保存会」の皆さんです。(11/3)【P6参照】

p4 平城貝塚発見120周年記念
シンポジウム
「平城貝塚と文文化」

p6 祭囃子も軽やかに!
秋祭り

p8 セカンドステージへ向けて!
愛南グリーン・ツーリズム
フェスタ
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平
城
貝
塚
発
見
1
2
0
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
平
城
貝
塚
と
縄
文
文
化
」
　
平
城
貝
塚
発
見
1
2
0
周
年
を
記

念
し
て
平
城
貝
塚
の
価
値
を
今
一
度

見
つ
め
直
し
、
遺
跡
の
保
全
と
今
後

の
活
用
を
考
え
る
た
め
、
御
荘
文
化

セ
ン
タ
ー
で
「
平
城
貝
塚
と
縄
文
文

化
」
と
題
し
た
企
画
展
と
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

■
企
画
展

 

「
平
城
貝
塚
と

　
　
　
　
縄
文
文
化
」

平
城
式
土
器 

平
城
貝
塚
か
ら
出
土
し

た
縄
文
土
器
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
文
様
が
施
さ
れ
て
お

り
、
特
に
磨す

り

け

し消
縄

じ
ょ
う
も
ん文

と
呼

ば
れ
る
文
様
が
あ
る
の
が

特
徴
で
す
。
ま
ず
縄
を
土

器
の
表
面
に
転
が
す
よ
う

に
し
て
縄
目
模
様
を
付
け
た
あ
と
、
棒

状
の
も
の
で
溝
を
掘
る
よ
う
に
し
て
直

線
や
曲
線
を
付
け
、
そ
の
間
を
磨
り
消

し
ま
す
。
磨
消
縄
文
は
西
日
本
の
縄
文

時
代
後
期
に
見
ら
れ
る
特
徴
的
な
文
様

で
、
平
城
式
土
器
は
周
辺
で
の
時
間
的

変
化
を
知
る
「
標
式
土
器
」
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

石
器 

平
城
貝
塚
か
ら
は
数
多
く
の
石

器
が
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
石
器
の
多
く

は
、
愛
南
町
で
産
出
さ
れ

る
頁け

つ

が

ん岩
と
呼
ば
れ
る
石
材

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
大
分
県
の
姫
島
産
出
の

黒
曜
石
も
発
見
さ
れ
て
お
り
、
九
州
と

の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い

ま
す
。

人
骨 

昭
和
56
年
の
第
4
次
調
査
で
完

全
な
形
で
出
土
し
た
人
骨
は
、
身
長

■
基
調
講
演

「
平
城
貝
塚
の
発
見
と
歩
み
」

平
成
7
年
に
行
わ
れ
た
第
5
次
調
査
の

陣
頭
指
揮
を
と
っ
た
日
本
考
古
学
協
会

会
員
の
犬
飼
徹て

つ

お夫
さ
ん
の
「
平
城
貝
塚

の
発
見
と
研
究
の
歩
み
」
と
題
し
た

基
調
講
演
で
は
、
明
治
24
年
に
平
城
貝

塚
を
発
見
し
た
高
知
県
の
歴
史
家
、
寺

石
正ま

さ

み

ち路
の
功
績
や
そ
の
人
と
な
り
、
発

見
か
ら
5
次
に
わ
た
る
発
掘
調
査
の
概

要
、
出
土
し
た
平
城
式
土
器
を
中
心
に

西
日
本
の
縄
文
式
土
器
の
形
式
の
変
遷

な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

■
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
基
調
講
演
に
引
き
続
い
て
行
っ
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
文
化
庁
調
査

官
の
水
ノ
江
和か

ず

と

も同
さ
ん
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
平
城
貝
塚
の
特
徴
や
重
要

周辺で

人々

このイラストは縄文時代の人々の暮らしをイメージしたものです。
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1
3
0
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
下
あ

ご
が
発
達
し
た
縄

文
人
特
有
の
顔
立

ち
で
14
か
ら
15
歳

の
女
性
と
鑑
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

魚
骨
・
獣
骨
等 

平
城
貝
塚
で
出
土
し

た
貝
殻
や
骨
か
ら
当

時
の
食
環
境
が
読
み

取
れ
ま
す
。
貝
類
で

は
、
マ
ガ
キ
、
ハ
マ

グ
リ
、
ス
ガ
イ
、

ウ
ミ
ニ
ナ
類
な
ど
現
在
で

も
美
味
し
く
食
さ
れ
る
豊

富
な
種
類
が
出
土
し
、
骨

類
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
、
シ

カ
な
ど
の
哺
乳
類
や
マ
イ

ワ
シ
、
ア
ジ
、
サ
バ
な
ど

の
小
型
魚
か
ら
マ
グ
ロ
、
サ
メ
、
マ
ダ

イ
、
ハ
タ
な
ど
大
型
魚
も
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

骨
角
器
　
縄
文
時
代
に
は
、
食
料
と
し

て
捕
ら
え
た
動
物
や
魚

貝
類
の
骨
や
牙
な
ど
を

材
料
と
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
道
具
を
作
っ
て
い
ま

し
た
。
平
城
貝
塚
か
ら

は
鹿
角
製
の
ヤ
ス
、
牙

や
貝
殻
を
使
っ
た
ペ
ン

ダ
ン
ト
や
イ
ヤ
リ
ン
グ
、
貝
輪
（
ブ
レ

ス
レ
ッ
ト
）
、
巻
貝
を
使
っ
た
貝
笛
な

ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

性
、
今
後
の

保
存
・
活
用

方
法
な
ど
が

討
論
さ
れ
ま

し
た
。

　
愛
媛
大
学

法
文
学
部
の

幸こ

い

ず

み泉
満み

つ

お夫
さ

ん
は
、
出
土

し
た
土
器
か

ら
同
じ
文
化

集
団
と
し
て

九
州
周
辺
と

の
交
流
を
物
語
る
模
様
・
形
式
を
持
つ

も
の
、
ま
た
瀬
戸
内
周
辺
と
の
交
流
を

物
語
る
模
様
・
形
式
を
持
つ
も
の
が
発

見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
城
貝
塚

は
両
文
化
の
要
と
な
る
重
要
な
遺
跡
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
分
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
坂
本

嘉よ

し

ひ

ろ弘
さ
ん
は
、
大
分
県
姫
島
の
黒
曜
石

の
出
土
か
ら
九
州
と
の
一
体
的
な
縄
文

文
化
の
実
相
が
見
え
て
く
る
と
共
に
、

豊
後
水
道
を
共
有
す
る
地
域
の
財
産
と

し
て
平
城
貝
塚
を
大
切
に
し
て
欲
し
い

と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

 

熊
本
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
室
の
石
丸

恵え

り

こ

利
子
さ
ん
は
、
貝
や
魚
骨
・
獣
骨

な
ど
か
ら
当
時
の
食
生
活
の
豊
か

さ
、
特
に
内
湾
の
も
の
だ
け
で
な
く

マ
グ
ロ
や
サ
メ
な
ど
外
洋
性
の
魚
類

を
食
し
て
い
た
点
な
ど
、
ほ
か
の
貝

塚
に
な
い
平
城
貝
塚
の
特
徴
を
挙
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　
愛
媛
県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護

課
の
兵
頭 

勲
い

さ

お

さ
ん
は
、
愛
媛
県
内
の

ほ
か
の
遺
跡
や
愛
南
町
内
の
遺
跡
と

平
城
貝
塚
の
関
連
性
、
埋
蔵
文
化
財

包
蔵
地
と
し
て
の
保
存
の
重
要
性
に

つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
水

ノ
江
さ
ん
か
ら
、
他
の
貝
塚
遺
跡
の
保

存
・
活
用
事
例
を
挙
げ
、
平
城
貝
塚
の

保
存
・
活
用
方
法
、
新
た
な
発
掘
調

査
の
必
要
性
を
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

■
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　

　
ト
ー
ク

　
翌
日
に
は
平
城
貝
塚

の
展
示
品
を
前
に
、
犬

飼
徹て

つ

お夫
さ
ん
と
石
丸

恵え

り

こ

利
子
さ
ん
、
幸
泉

満み

つ

お夫
さ
ん
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

も
行
わ
れ
、
約
40
名
の
参
加
者
が
熱
心

に
説
明
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

■
お
わ
り
に

 

「
平
城
貝
塚
」
と
い
え
ば
、
「
名
前
だ

け
は
聞
い
た
こ
と
あ
る
け
ど
ど
こ
に
あ

る
の
か
、
ど
ん
な
遺
跡
な
の
か
は
知
ら

な
い
」
と
い
う
人
が
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

 

美
し
い
磨す

り

け

し消
縄

じ

ょ

う

も

ん文
の
平
城
式
土
器
や
豊

富
な
種
類
の
貝
殻
、
魚
骨
・
獣
骨
、
他

に
類
を
見
な
い
貝
笛
な
ど
平
城
貝
塚
の

遺
物
か
ら
は
、
遥
か
昔
3
5
0
0
年
前

の
私
達
の
先
祖
の
豊
か
な
生
活
や
文
化

が
想
像
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
し
て
、

平
城
貝
塚
が
愛
南
町
の
代
表
的
な
遺
跡

で
あ
る
と
と
も
に
日
本
の
考
古
学
界
に

お
け
る
重
要
な
遺
跡
で
あ
っ
て
、
さ
ら

な
る
学
術
調
査
と
研
究
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
多
く
の
方
々
が
理
解
さ
れ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
愛
南
町
の
貴

重
な
文
化
遺
産
と
し
て
後
世
に

残
す
た
め
に
も
、
適
切
な
保
存

と
効
果
的
な
活
用
法
を
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平
ひらじょ う か い づ か

城貝塚 

暮らした 
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  3

祭
囃
子
も
軽
や
か
に
!
秋
祭
り

城
辺
下
組
唐
獅
子

城
辺
上
組
牛
鬼

城
辺
中
組
四
つ
太
鼓

緑
地
区
俵
ね
り

緑
地
区
唐
獅
子

深
浦
地
区
神
輿

広
見
地
区
唐
獅
子

増
田
地
区
牛
鬼

外
泊
地
区
子
ど
も
牛
鬼

満
倉
地
区
四
つ
太
鼓.

船
越
地
区
牛
鬼

船
越
地
区
五
ツ
鹿

中
泊
地
区
神
輿

中
川
地
区
樽
神
輿
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毎
年
11
月
3
日
の
文
化
の
日
に
は
、
町
内
各
地
区
で
秋
祭
り
が
盛
大
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
し
た
が
、
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
が
特
色
あ
る
衣
装
や
法
被
を
身
に
ま
と
い
、
華
や
か

に
飾
り
付
け
ら
れ
た
四
つ
太
鼓
や
牛
鬼
、
神
輿
な
ど
を
担
い
で
練
り
歩
き
、

鹿
子
舞
や
唐
獅
子
な
ど
の
笛
や
太
鼓
の
音
色
が
、
終
日
町
内
に
響
き
渡
っ
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
今
年
は
、
御
荘
平
城
・
節
崎
地
区
の
唐
獅
子
が
3
年
ぶ
り
に
復
活
し

て
秋
祭
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

家
串
地
区
五
ツ
鹿

魚
神
山
地
区
荒
獅
子

柏
地
区
唐
獅
子

菊
川
地
区
唐
獅
子

中
浦
地
区
神
輿

赤
水
地
区
子
ど
も
神
輿

長
月
地
区
四
つ
太
鼓

平
城
節
崎
唐
獅
子平

城
長
崎
大
天
狗

垣
内
地
区
四
つ
太
鼓

久
良
地
区
六
ツ
鹿

岩
水
地
区
牛
鬼



　
愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

協
議
会
発
足
5
周
年
を
記
念
し
て
、
地

域
住
民
や
子
ど
も
達
に
よ
り
一
層
地
域

の
良
さ
を
再
発
見
し
て
も
ら
お
う
と
、

同
協
議
会
主
催
に
よ
る
「
愛
南
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
フ
ェ
ス
タ
」
が
初
め

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
G
T
）
と

は
、
緑
豊
か
な
農
山
漁
村
地
域
に
お
い

て
、
そ
の
自
然
・
文
化
・
人
々
と
の
交

流
を
楽
し
む
滞
在
型
レ
ジ
ャ
ー
の
こ
と

で
、
過
疎
高
齢
化
が
進
む
農
山
漁
村

の
活
性
化
と
高
度
に
近
代
化
・
情
報

化
・
国
際
化
さ
れ
た
都
市
住
民
の
安

ら
ぎ
や
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
、
癒
し
の
充

足
を
結
び
つ
け
た
新
し
い
観
光
施
策

と
し
て
近
年
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
講
演
「
の
ん
び
り
い
な
か
体
験
」

　
初
日
に
は
、
平
城
交
流
館
で
香

川
大
学
の
原 

直な

お

ゆ

き行
教
授
を
講
師
に

「
愛
南
町
で
出
来
る
の
ん
び
り
い
な

か
体
験
」
と
題
し
た
記
念
講
演
会
が

行
わ
れ
、
日
本
に
お
け
る
G
T
の
政

策
的
な
流
れ
や
特
徴
、
経
営
の
実

態
、
愛
南
町
に
お
け
る
G
T
推
進
の

動
き
な
ど
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
後
の
愛
南
町
に
お
け
る

G
T
に
必
要
な
こ
と
と
し
て
、
実
践

仲
間
を
増
や
し
、
町
民
や
学
校
関
係

者
の
協
力
を
得
て
、
地
元
の
子
ど
も

達
に
も
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
を
挙

げ
、
さ
ら
に
、
受
け
入
れ
窓
口
や
情

報
発
信
を
一
本
化
す
る
中
間
支
援

（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
）
組
織
の
必
要

性
を
提
言
さ
れ
ま
し
た

■
実
践
!
い
な
か
体
験

　
2
日
目
に
は
旧
満
倉
小
学
校
で
、
町
内
小
学
生
親
子
を
対
象
に
「
い

な
か
体
験
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
竹
馬
・
竹
鉄
砲
づ
く
り
や
こ
け
玉
づ

く
り
、
真
珠
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
、
海
か
ら
の
贈
り
物
ア
ー
ト
作
り
、

ピ
ザ
焼
き
・
餅
つ
き
体
験
な
ど
田
舎
な
ら
で
は
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
に
約

3
2
0
名
の
親
子
が
挑
戦
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
い
な
か
料
理
レ
ス

ト
ラ
ン
や
特
産
市
、
餅
ま
き
な
ど
も
行
わ
れ
、
雨
上
が
り
の
清
々
し
い

晴
天
の
も
と
、
多
く
の
親
子
連
れ
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

10/　

15～16

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
へ
向
け
て
!

  
愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
フ
ェ
ス
タ

p8
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で
あ
い 

ふ
れ
あ
い 

愛
南
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１

◆
生
涯
学
習
課
人
権
啓
発
室
か
ら

コーラス リーフレット高齢者体験

車椅子体験

城辺小トランぺット鼓隊

おもちゃ図書館

 10/
   15

「
南
宇
和
障
害
者
の
社
会
参
加
を
進

め
る
会
」か
ら
、
精
神
保
健
福
祉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
ひ
な
げ
し
」

の
設
立
当
初
か
ら
代
表
と
し
て
各
イ

ベ
ン
ト
協
力
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
な
ど
長
年
に
わ
た
っ
て
福
祉
活
動

を
続
け
て
い
る
梶
田

修
し
ゅ
う

二じ

さ
ん（
中

浦
）に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
城
辺
中
学
校
吹

奏
楽
部
や
城
辺
小
学
校
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
鼓
隊
、
コ
ー
ラ
ス「
ラ
・
ラ
・
ラ
」

と
コ
ー
ラ
ス「
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」の
合

唱
、
車
椅
子
体
験
や
妊
婦
体
験
、
各

　
城
辺
中
学
校
体
育
館
で
、
す
べ
て

の
人
権
問
題
の
解
消
、
心
の
健
康
に

つ
い
て
の
学
習
、
障
害
者
と
健
常
者

の
ふ
れ
あ
い
と
交
流
を
図
り
、
人
権

と
福
祉
に
つ
い
て
考
え
る
総
合
的
イ

ベ
ン
ト
の「
で
あ
い 

ふ
れ
あ
い 

愛
南

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１
」を
開
催
し
ま

し
た
。

　
会
場
の
体
育
館
周
辺
で
は
、
各
種

福
祉
団
体
に
よ
る
バ
ザ
ー
や
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
パ
ネ
ル
展
な
ど
が
行

わ
れ
、
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

サ
ー
ク
ル
紹
介
、
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ

紹
介
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
が
行

わ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

ウ
イ
ン
タ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

　
皆
さ
ん
が
自
然
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
今
年
度

も
ウ
イ
ン
タ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
１
１（
12
月
〜

１
月
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
愛
媛
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
を
ご

覧
い
た
だ
き
、
気
に
な
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
見
つ
け
た
ら
、
そ
の
活
動

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
自
分
の

意
志
で
、
無
理
せ
ず
、
楽
し
く
、
で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ

う
！
内
容
は
高
齢
者
の
話
し
相
手
や

イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
な
ど
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
愛
媛
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ネ
ッ
ト http://nv.pref.ehim

e.jp/

を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

保
健
福
祉
課

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
窓
口

（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）
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「
平
成
24
年
愛
南
町
成
人
式
」

開
催
の
お
知
ら
せ
！

◆
生
涯
学
習
課
か
ら

全
国
防
犯
協
会
連
合
会

表
彰
!

◆
総
務
課
か
ら

　「
南
宇
和
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ（
森
岡
知と

も

昭あ
き

会
長
、
会

員
41
名
）」が
、
昭
和
41
年
の
発
足
以

来
、
45
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
地
域

に
密
着
し
た
防
犯
活
動
や
青
少
年
の

健
全
育
成
活
動
を
推
進
し
、
地
域
に

お
け
る「
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
」

三原隆
たか

司
し

さん(左)と
南宇和ライオンズクラブ森岡会長(右)

 9/
   30

の
中
心
的
団
体
と
し
て
積
極
的
な
活

動
を
展
開
し
、
社
会
安
全
の
た
め
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
た
と
し
て

全
国

防
犯
協
会
連
合
会
か
ら「
社
会
安
全

貢
献
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
個
人
と
し
て
三
原
隆た

か

司し

さ
ん

（
緑
乙
）が
、
多
年
に
わ
た
る
地
域
安

全
活
動
に
尽
力
し
、
安
全
で
安
心
ま

ち
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
た
と
し
て
同

会
か
ら「
防
犯
栄
誉
銅
賞
」を
受
賞
し

ま
し
た
。

♪音楽の力を強く感じるようになったのは高校を

卒業して“ゴスペル”と出会ってからだ。“ゴス

ペル”とは、アメリカに奴隷として連れて来られ

たアフリカの人たちが自由を奪われ、楽器さえも

与えられない状況の中、唯一残された『声=歌』

で救いを求め、生まれた音楽だ。♪私はこの“ゴ

スペル”の魅力に取り憑かれていった。他の音楽

とはまったく違うエネルギーを感じるのだ。人前

で歌う時たいていの人は上手く歌おう、こんな風

に見られたいと考えるもの。ゴスペルは違う。自

分の苦しみを開放する為、喜びに感謝する為、そ

れぞれが持つ心の中の叫びを純粋に歌にする。♪

しゃがれた声で、しわくちゃの顔で歌っててもい

い。何人かで集まって歌うことで技術よりも感情

が優先できるのかもしれないが、個々の持つエネ

ルギーが渦巻いてとてつもなく大きな力を生むの

だ。この”ゴスペル”を町の人たちでできないも

のか…そんなことも夢見ている。(テノヒラkiku)

※ゴスペル：アメリカの黒人教会から生まれた福音歌で、

黒人霊歌・ジャズ・ブルースなど

の影響を受けている。

－あいなん音故地新－

日
時
　平
成
24
年
１
月
３
日（
火
）

　　　受
付
　13
時
〜

　　　式
典
　14
時
〜

場
所
　御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象
者
　
平
成
３
年
４
月
２
日
〜
平

成
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

そ
の
他
　
対
象
者
に
は
、
別
途
出
欠

に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
が
、
12
月

５
日（
月
）ま
で
に
通
知
書
が
届
か
な

い
場
合
は
、
生
涯
学
習
課（
℡
７
３
―

１
１
１
１)

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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救
急
医
療
功
労
施
設
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
！

◆
県
立
南
宇
和
病
院
か
ら

　
９
月
９
日
の「
救
急
の
日
」に
愛
媛

県
立
南
宇
和
病
院(
中
村
光こ

う

士し

郎ろ
う

院

長)

が
、
救
急
医
療
功
労
施
設
と
し

て
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。こ
れ
は
救
急
告
示
の
二
次
救

急
医
療
機
関
と
し
て
、
長
年
地
域
医

療
に
貢
献
し
た
こ
と
が
表
彰
さ
れ
た

も
の
で
す
。

問
合
せ

　県
立
南
宇
和
病
院(

℡
７
２
―

１
２
３
１)

 

■
南
宇
和
病
院
か
ら
の
お
願
い

　
当
院
は
、
郡
内
唯
一
の
総
合
病

院
で
救
急
告
示
病
院
で
す
。
絶
対

的
な
医
師
不
足
の
改
善
が
必
要
な

中
、
３
６
５
日
24
時
間
体
制
で
救

急
患
者
の
受
入
れ
体
制
を
取
っ
て

お
り
、
救
急
車
の
年
間
出
動
回
数

約
１
，
０
０
０
件
の
う
ち
、
そ
の
９

割
近
く
が
当
院
に
搬
送
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
人
口
が
減
少
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
救
急
で

の
受
診
者
は
減
少
し
て
お
ら
ず
、

年
間
約
６
，０
０
０
人
の
救
急
外
来

患
者
の
方
が
受
診
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
常
勤
医
師
だ
け
の
宿

日
直
で
は
救
急
患
者
の
受
入
れ
が

困
難
な
た
め
、
県
立
中
央
病
院
の

診
療
支
援
の
医
師
に
加
え
て
南
宇

和
郡
医
師
会
、
国
保
一
本
松
病

院
、
内
海
診
療
所
の
先
生
方
に
も

応
援
し
て
い
た
だ
き
、
何
と
か
救

急
体
制
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
状
況
を
ご
理
解

の
う
え
、
体
調
の
不
安
な
方
に
は

で
き
る
だ
け
平
日
の
診
療
時
間
内

の
受
付
又
は
か
か
り
つ
け
医
で
の

受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

冬
季
の
運
転
は
、
冬
用
タ
イ
ヤ
へ

の
交
換
や
チ
ェ
ー
ン
の
携
行
を
！

◆
建
設
課
か
ら

　
冬
場
の
道
路
は
、
積
雪
や
路
面
温

度
の
低
下
に
よ
る
路
面
凍
結
が
起
こ

り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
山

間
部
の
積
雪
・
凍
結
や
橋
梁
部
の
凍

結
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。
道
路
情

報
の
入
手
で
安
全
な
通
行
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

道
路
情
報
等
入
手
先

　道
路
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム

（http://w
w
w
.skr.m

lit.go
.jp/info

/

regulate/kyk/its/

）

　愛
媛
県
道
路
情
報

（http://road.pref.ehim
e.jp/index.

htm
l

）

【
電
話
に
よ
る
問
合
せ
】

・
県
内
の
道
路
情
報 

日
本
道
路
交

通
情
報
セ
ン
タ
ー（
℡
０
５
０
―

３

３
６
９
―

６
６
３
８
）

・
国
道
11
号
、
33
号
、
56
号（
中
予

地
方
）、１
９
２
号
、１
９
６
号

　
　
国
土
交
通
省
　
松
山
河
川
国
道

事
務
所（
℡
０
８
９
―

９
７
２
―

０

０
３
４
）

・
国
道
56
号
線（
南
予
地
方
）

　
　
国
土
交
通
省
　
大
洲
河
川
国
道

管
理
事
務
所（
℡
０
８
９
３
―

２
４

―

５
１
８
５
）

・
県
内
の
国
管
理
以
外
の
国
道
及
び

県
道

　　愛
媛
県
　土
木
部
道
路
維
持
課

（
℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
７
２
０
）

　
　
愛
媛
県
　
南
予
地
方
局
愛
南
土

木
事
務
所（
℡
７
２
―

１
１
４
５
）

・
町
道  

建
設
課（
℡
７
２
―

７
３
１
３
）

・
四
国
内
の
高
速
道
路
　
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ

Ｏ
西
日
本
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
１
２
０
―

９
２
４
―

８
６
３
）

・
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道

　
　
本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
㈱
し

ま
な
み
今
治
管
理
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
８
９
８
―

２
３
―

７
２
５
０
）

携帯電話からは、左

記の携帯各社共通２

次元バーコードでア

クセスできます。

〈四国の道路情報〉
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「
第
２
回
う
ま
い
も
ん
市
in
あ
い
な
ん
」

出
店
者
募
集
の
お
知
ら
せ
！

◆
商
工
観
光
課
か
ら

（
仮
称
）僧
都
ウ
ィ
ン
ド
シ
ス
テ
ム（
風
力
発
電
所
）

環
境
影
響
評
価
方
法
書
の
縦
覧
に
つ
い
て
！

◆
環
境
衛
生
課
か
ら

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

の
お
知
ら
せ
！

◆
商
工
観
光
課
か
ら

　
来
年
の
２
月
５
日（
日
）に
、
愛
南

町
の
冬
を
代
表
す
る
産
物
、「
か
き
」

の
消
費
拡
大
を
め
ざ
し
、『
第
２
回
う

ま
い
も
ん
市
in
あ
い
な
ん
』
を
開
催

し
ま
す
。

　
そ
の
中
で
実
施
す
る
、「
愛
な
ん 

う

ま
い
も
ん
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
２
」「
特
産

品
及
び
加
工
品
等
の
物
産
販
売
」
へ

の
出
店
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。「
愛
な
ん 

う
ま
い
も
ん
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
２
」は
、
食
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
と
し
て
、全
国
的
に
注
目
を
集
め

る
「
ご
当
地
グ
ル
メ
」
を
、
愛
南
町
で

も
選
定
し
よ
う
と
行
う
も
の
で
す
。

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
商
工
観
光
課（
℻
７
２

－

３
５
１
７
）

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
応
募
用

紙
等
詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課
ま
で

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
「
愛
な
ん 

う
ま
い
も
ん
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
２
」

①
応
募
資
格
　
飲
食
店
経
営
者
、
個

人
、
団
体
な
ど
、
プ
ロ
・
ア
マ
は
問

い
ま
せ
ん
。
愛
南
町
の
食
文
化
を
こ

　
愛
媛
県
で
は
愛
媛
弁
護
士
会
及
び

　
僧
都
地
区
周
辺
に
お
い
て
、
株
式

会
社
ジ
ャ
ネ
ッ
ク
ス
が
計
画
し
て
い

る「（
仮
称
）僧
都
ウ
ィ
ン
ド
シ
ス
テ

ム（
風
力
発
電
所
）」に
関
し
て
、
環

境
影
響
評
価
の
方
法
を
記
載
し
た

「
環
境
影
響
評
価
方
法
書
」を
次
の
と

お
り
縦
覧
し
ま
す
。

縦
覧
書
類　（
仮
称
）僧
都
ウ
ィ
ン
ド

シ
ス
テ
ム
環
境
影
響
評
価
方
法
書

縦
覧
場
所

　愛
南
町
役
場
本
庁
　環
境
衛
生
課

　御
荘
支
所

　僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館

　長
月
公
民
館

　御
荘
菊
川
農
村
研
修
セ
ン
タ
ー

縦
覧
期
間　

12
月
５
日（
月
）〜
平
成

24
年
１
月
４
日（
水
）９
時
〜
17
時

（
土
・
日
・
祝
祭
日
除
く
）

意
見
書
受
付
期
間　

12
月
５
日（
月
）

〜
平
成
24
年
１
月
18
日（
水
）

問
合
せ

環
境
衛
生
課（
℡
７
２
―

７
３
１
６
）

愛
媛
県
司
法
書
士
会
と
共
同
で
無
料

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
借
金
問
題

は
必
ず
解
決
で
き
ま
す
。こ
の
機
会

に
勇
気
を
出
し
て
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
（
事
前
予
約
制
）

開
催
日

会
　　　　場

時
間

予
約
先

12
月
12
日（
月
）

12
月
13
日（
火
）
愛
媛
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
松
山
市
山
越
町
４
５
０
番
地)

10：00～16：00

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

０
８
９
―

９
２
６
―

２
６
０
３

12
月
14
日（
水
）
東
予
地
方
局
西
条
庁
舎

（
西
条
市
喜
多
川
７
９
６
―

１)

東
予
地
方
局
総
務
県
民
課

０
８
９
７
―
５
６
―
１
３
０
０（
内
２
０
８
）

12
月
15
日（
木
）
南
予
地
方
局
宇
和
島
庁
舎

（
宇
和
島
市
天
神
７
―

１)

南
予
地
方
局
総
務
県
民
課

０
８
９
５
―
２
２
―
５
２
１
１（
内
２
０
８
）

よ
な
く
愛
す
る
方
な
ら
、
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

②
賞
　
グ
ラ
ン
プ
リ
５
万
円
、
準
グ

ラ
ン
プ
リ
３
万
円
、
３
位
１
万
円

※
賞
は
入
場
者
の
投
票
に
よ
っ
て
決

定
し
ま
す
。

③
出
店
料
　
１
ブ
ー
ス
３
，０
０
０
円

④
そ
の
他
　
応
募
さ
れ
る
方
に
は
、原

材
料
費
と
し
て
、
３
，０
０
０
円
を
助
成

■
「
特
産
品
及
び
加
工
品
等
の
物
産
販
売
」

①
応
募
資
格
　
町
内
産
品
を
取
り
扱

う
飲
食
店
や
生
産
者
等
、
個
人
・
団

体
で
、
原
則
と
し
て
町
内
在
住
の
方

と
し
ま
す
。

②
出
店
料
　

１
ブ
ー
ス
３
，０
０
０
円
と
し
ま
す
。ま

た
、
電
気
を
使
用
す
る
場
合
に
限
り
別

途
１
，０
０
０
円
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
　
商
工
観
光
課

（
℡
７
２

－

７
３
１
５
）

募
集
期
間

　

12
月
６
日（
火
）〜
12
月
20
日（
火
）
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あ
い
な
ん

釣
っ
た
魚
調
査
隊
！

◆
西
海
公
民
館
か
ら

防
火
の
輪
を
広
げ
よ
う
！

御
荘
防
火
パ
レ
ー
ド
！

◆
消
防
本
部
か
ら

　
愛
媛
大
学
南
予
水
産
研
究
セ
ン

タ
ー
の
指
導
の
も
と
、
船
越
小
学
校

児
童
25
名
が
参
加
し
て「
あ
い
な
ん

釣
っ
た
魚
調
査
隊
！
」が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
ま
ず
、
西
海
支
所
周
辺
の
岸
壁
で

魚
釣
り
を
開
始
、
わ
ず
か
１
時
間
ほ

ど
で
グ
レ
や
イ
シ
ガ
キ
ダ
イ
な
ど
約

１
２
０
匹
が
釣
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
西
海
町
民
会
館
で
自
分
た
ち
が

釣
っ
た
魚
の
特
徴
を
観
察
、「
え
ひ

め
愛
南
お
魚
図
鑑
」で
名
前
や
学
名

な
ど
を
調
べ
た
り
、
画
用
紙
に
ス

ケ
ッ
チ
す
る
な
ど
愛
南
の
魚
の
生
態

や
行
動
を
学
び
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
、
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
の
協
力

で
、
釣
っ
た

魚
を
す
り
身

の
天
ぷ
ら
に

し
て
、
美
味

し
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。

 10/
   23

　
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季

節
を
迎
え
、
秋
の
全
国
火
災

予
防
運
動
に
あ
わ
せ
て
町
全
体
に
防

火
の
輪
を
広
げ
よ
う
と
、
御
荘
保
育

所
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
や
平
城
小
学
校

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
、
同
校
バ
ト
ン
・

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
鼓
隊
な
ど
約
１
８
０

名
が
参
加
し
て
御
荘
防
火
パ
レ
ー
ド

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
ろ
い
の
法
被
に
身
を
包
ん
だ
幼

年
消
防
ク
ラ
ブ
の
園
児
た
ち
は
、

「
火
遊
び
は
し
ま
せ

ん
」と
、
ま
た
少
年
消

防
ク
ラ
ブ
の
児
童
た

ち
は
、「
火
災
の
な
い

安
全
で
明
る
い
健
や

か
な
町
づ
く
り
に
努

め
ま
す
」と
元
気
よ

く
防
火
の
誓
い
を
述

べ
、
参
加
者
全
員
が

一
斉
に
風
船
を
飛
ば

し
た
あ
と
、
御
荘
支

所
か
ら
夢
創
造
館
の

間
を
パ
レ
ー
ド
し
な

が
ら
、
道
行
く
人
な

ど
に
火
の
用
心
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

 11/
   12
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平
成
23
年
度
愛
媛
県
防
災
士

養
成
講
座
の
開
催
に
つ
い
て
！

◆
消
防
本
部
防
災
対
策
課
か
ら

携
帯
電
話
か
ら
災
害
・
避
難

情
報
を
配
信
し
ま
す
！

◆
消
防
本
部
防
災
対
策
課
か
ら

　
愛
媛
県
に
お
い
て
、
自
主
防
災
組

織
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
人
材
を

養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
防

災
士
養
成
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

地
域
の
防
災
力
を
向
上
す
る
た
め
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
の
で
、
興
味

や
関
心
の
あ
る
方
は
是
非
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

開
催
期
間

　
平
成
24
年
１
月
14
日（
土
）、
15
日

（
日
）、21
日（
土
）
【
３
日
間
】

開
催
場
所

　
南
予
地
方
局
　
７
階
大
会
議
室

（
宇
和
島
市
天
神
町
７
―

１
）

受
講
料
　無
料

応
募
方
法

　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ（
連
絡
先
を
記
入
）

な
ど
で
消
防
本
部
防
災
対
策
課
ま
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

応
募
先
・
問
合
せ

　消
防
本
部
防
災
対
策
課

（
℡
７
２
―

０
１
３
１
）

（
℻
７
３
―

１
１
１
９
）

■
12
月
か
ら
緊
急
速
報
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド

コ
モ
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」
を
配
信
開
始

　
愛
南
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
災
害

が
発
生
し
た
場
合
、
防
災
行
政
無
線

を
活
用
し
て
災
害
避
難
情
報
な
ど
を

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
し
た
が
、
場
所

に
よ
っ
て
は
放
送
が
聞
き
取
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
防
災
行
政
無
線
を
補
完

す
る
た
め
に
、
緊
急
速
報「
エ
リ
ア

メ
ー
ル
」を
活
用
し
、
町
内
に
あ
る

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
に
災

害
・
避
難
情
報
を
12
月
か
ら
配
信
し

ま
す
。

　エ
リ
ア
メ
ー
ル
を
受
信
す
る
た
め

の
申
込
み
や
、
事
前
の
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
の
登
録
は
不
要
で
す
。
ま
た
、

月
額
使
用
料
等
が
新
た
に
発
生
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

配
信
範
囲
　
愛
南
町
内（
町
外
で
は

受
信
で
き
ま
せ
ん
）

配
信
情
報
　
気
象
庁
か
ら
配
信
さ
れ

る「
緊
急
地
震
速
報
」と
愛
南
町
が
配

信
す
る「
災
害
避
難
情
報
」

(

土
砂
災
害

警
戒
情
報
、
津
波
注
意
報
・
津
波
及

び
大
津
波
警
報
、
避
難
に
関
す
る
情

報
な
ど)

対
応
機
種

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
で

２
０
０
７
年
秋
冬
モ
デ
ル
以
降

受
信
設
定

　
２
０
０
８
年
冬
春
モ
デ
ル
以
降
は

不
要
で
す
が
、
そ
の
他
の
機

種
で
は
次
の
設
定
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

『
メ
ー
ル
設
定
』↓『
エ
リ
ア

メ
ー
ル
設
定
』↓『
受
信
設

定
』↓『
Ｏ
Ｎ(

許
容
す
る)

』

※
対
応
機
種
や
受
信
設
定
に

つ
い
て
不
明
な
点
は
、
携

帯
電
話
購
入
店
や
ド
コ
モ

シ
ョ
ッ
プ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

■
緊
急
速
報
「
エ
リ
ア
メ
ー

ル
」
と
は

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
が
提
供
し

て
い
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
自
治

体
か
ら
配
信
す
る「
災
害
・

避
難
情
報
」を
エ
リ
ア
メ
ー

ル
に
加
入
し
て
い
る
自
治
体

の
エ
リ
ア
内
に
あ
る
同
社
の

携
帯
電
話
に
配
信
す
る
も
の
で
す
。

※
現
在
は
こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
は

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
み
で
す
が
、
今
後

他
社
で
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ

れ
た
場
合
に
は
、
順
次
対
応
し
て
い

く
予
定
で
す
。

問
合
せ
　消
防
本
部
防
災
対
策
課

（
℡
７
２
―

０
１
３
１
）
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作り方
①みかんはきれいに洗って水気をふき取
り、縦半分に切る。
②皮を破らないように、スプーンを使っ
て中身をくり抜く。
③くり抜いた中身を布巾に包み、果汁を
絞る(200㎖)。
④鍋に③の果汁、水、寒天、砂糖を入
れ、よく混ぜながら中火にかける。沸騰
したら火を弱め、寒天を煮溶かす。
⑤ みかんの皮をバットに並べ、あら熱を
とった④を流し入れ、冷蔵庫で1時間程度
冷やし固める。
⑥好みの大きさに切って器に盛る。

愛
な
ん
料
理
レ
シ
ピ
⑦
！

◆
水
産
課
水
産
振
興
室
か
ら

　「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手

愛
な
ん
食
育
推
進

第
20
回

〈
毎
月
19
日
は
食
育
の
日
〉

学
校
給
食

：

愛
南
○
○
カ
レ
ー

　
12
月
は
、
19
日
に
「
愛
南
ハ
ー
ト
オ

ニ
オ
ン
カ
レ
ー
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

栄養価（１人分）
エネルギー　256㎉
たんぱく質　15.2ｇ
脂質　　　　14.7ｇ

作り方
①鯛は3枚におろし、食べやすい大きさに
切り、しょうゆと酒をふりかけて下味を
つけておく。
②玉ねぎは1cm幅に、ニンジン・ゆでたけ
のこは4cm長の短冊切りにする。干ししい
たけは水で戻し、そぎ切りにする。ピー
マンは縦に2つに切り、1cm幅の短冊切り
にする。しょうがはみじん切りにする。
③①の鯛にかたくり粉をまぶし、油で揚
げて、皿に盛っておく。
④中華鍋にサラダ油(大さじ2)を入れて熱
し、切っておいた野菜を手早く炒め、調
味液Aを加える。
⑤④が煮立ったら、いったん火を止め、
水溶きかたくり粉Bを回し入れ、再び加熱
し、とろみをつける。
⑥③の魚の上に⑤のあんをかけ、仕上げる。

材料（６人分）
鯛                   360g(正味)
しょうゆ          大さじ2
酒                   大さじ1
かたくり粉       大さじ3
揚げ油             適宜
玉ねぎ             1/2個
ニンジン　　 　50g
干ししいたけ    2枚
ゆでたけのこ    80g
ピーマン          1個
しょうが          1かけ
Ａ 
  しょうゆ  　　大さじ2
  砂糖           　大さじ2
  酒              　少々
  ケチャップ  　大さじ2
  中華スープ  　200㎖
B 
  水              　大さじ1.5
  かたくり粉  　小さじ2
  サラダ油     　大さじ2

主菜：鯛の甘酢あんかけ 

使用している愛南産農水産物 鯛の身は、歯ごたえのある白身で、ほかの
魚に比べて臭みや脂肪の癖が少ないのが特
徴です。刺身はもとより、煮る、焼く、揚
げるなど、どんな調理法にも対応できる魚
です。

真鯛

栄養価（１人分）
エネルギー　  46㎉
たんぱく質　  0.2ｇ
脂質　　　    0.0ｇ

材料（５個分）

温州みかん　  　 5個

水　　　　　　 150㎖

粉寒天　　　　　 2g

砂糖　　　　　大さじ4

デザート：プルルンみかん

使用している愛南産農水産物 愛南町において、早いものでは9月頃から収
穫が行われます。10月下旬には早生(わせ)温
州、11月下旬̃12月下旬には普通温州が出回
るなど、長期にわたって楽しむことのでき
る初冬の定番柑橘です。

温州みかん

で
」
を
合
言
葉
に
、
食
を
通
じ
た
健

康
づ
く
り
活
動
を
行
っ
て
い
る
食
生

活
改
善
推
進
協
議
会
で
は
、
12
月
18

日(

日)

開
催
の「
愛
な
ん
愛
級
グ
ル

メ
グ
ラ
ン
プ
リ
」内
に
お
い
て
、「
食

改
味
ま
つ
り
」を
実
施
し
ま
す
。
郷

土
料
理
の
伝
承
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
料
理
の
普
及
を
目
的
に
愛
南
町
の

特
産
品
を
使
っ
た
健
康
料
理
の
試
食

会（
限
定
２
５
０
食
）も
行
い
ま
す
の

で
、
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
今
月
の「
愛
な
ん
料
理
レ

シ
ピ
」は
、
昨
年
の「
食
改
味
ま
つ

り
」か
ら
真
鯛
と
柑
橘
を
使
っ
た
料

理
を
紹
介
し
ま
す
。
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12
月
の
犬
・
ね
こ
の
引
取
日

は
、次
の
と
お
り
で
す

◆
環
境
衛
生
課
か
ら

海
の
環
境
を
守
ろ
う
！

愛
南
★
エ
コ
ス
ク
ー
ル
！

◆
環
境
衛
生
課
か
ら

　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
愛
媛
大

学
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
の
松
原

孝た
か
ひ
ろ博

教
授
と
太
田
耕こ

う
へ
い平

准
教
授
を
講

師
に
第
３
回
愛
南
★
エ
コ
ス
ク
ー
ル

を
開
催
し
、
約
40
名
の
受
講
者
が
海

の
生
態
や
環
境
・
資
源
保
護
に
つ
い

て
学
習
を
深
め
ま
し
た
。

　
太
田
准
教
授
は
、
愛
媛
大
学
南
予

水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
の
環
境
に
関
す

る
様
々
な
研
究
内
容
の
紹
介
と
、
社

会
環
境
に
よ
っ
て
性
転
換
す
る
魚
類

の
不
思
議

な
生
態
に

つ
い
て

、

ま
た
松
原

教
授
は
、

ア

ラ

ス

カ
・
タ
ン

カ
ー
事
故

か
ら
の
ニ

シ
ン
回
遊

の
復
活
、

北
海
道
の

希
少
魚
マ
ツ
カ
ワ（
大
型
カ
レ
イ
）の

天
然
資
源
復
元
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
養

殖
転
換
の
３
つ
の
事
例
か
ら
水
産
資

源
保
護
の
重
要
性
や
カ
タ
ク
チ
イ
ワ

シ
の
養
殖
技
術
開
発
に
つ
い
て
講
演

さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
、
カ
ツ
オ
一
本
釣
り
の
ま
き

餌
と
な
る
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
の
養
殖

技
術
開
発
に
つ
い
て
は
、
四
国
一
の

水
揚
げ
を
誇
る
愛
南
町
の
カ
ツ
オ
産

業
の
発
展
に
資
す
る
も
の
と
し
て
期

待
さ
れ
ま
す
。

太田准教授松原教授

 10/
   15

「
宝
く
じ
助
成
事
業
」
で
太

鼓
台
、
台
車
用
幕
を
整
備
！

◆
総
務
課
か
ら

　
㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
「
平
成

23
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」

の
補
助
を
受
け
、
満
倉
地
区
の
秋
祭

り
で
使
用
す
る
太
鼓
台
や
台
車
用
幕

な
ど
の
祭
り
用
具
が
新
調
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
事
業
は
、『
宝
く
じ
の
普
及

広
報
事
業
』と
し
て
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
受
け
入
れ
た
宝
く
じ
収
益
金

を
財
源
と
し
て
、
住
民
が
自
主
的
に

行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進
を

図
り
、
地
域
の
連
帯
感
に
基
づ
く
自

治
意
識
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
め
ざ

す
も
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に

直
接
必
要
な
施
設
又
は
設
備
の
整
備

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
７
日
・
14
日
・
21
日

　
水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

１
月
の
引
取
日
は
、

　
11
日
・
18
日

　
水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

　
引
取
り
は
、
決
め
ら
れ
た
時
間

内
に
、
認
め
印
を
持
っ
て
環
境
衛
生

課
又
は
各
支
所
ま
で
連
れ
て
来
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、飼
い
犬
・
飼
い
ね

こ
の
場
合
は
、有
料（
愛
媛
県
収
入
証

紙
が
必
要
）で
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

　

環
境
衛
生
課（
℡
７
２
―

７
３
１
６
）
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１２月の保健事業のお知らせ

乳幼児健康診査

内　容 日 曜日 場　所 対象者

１歳６ヵ月児健診 6日 火
城辺保健福祉センター

H２２年３月１日～４月３０日生

３歳児健診 13日 火 H２０年９月１日～１０月３１日生

育児相談
内　容 日 曜日 場　所 受付時間

みるく広場 2日 金 一本松保健センター ９：３０～１１：００

すくすく相談
14日 水

城辺保健福祉センター １３：３０～１５：００

育児相談 内海保健センター ９：３０～１１：３０

うみのこ広場 15日 木
西海支所2階
親子ふれあい交流室

９：３０～１１：３０

みなみっ子 26日 月 御荘夢創造館 ９：３０～１１：３０

その他
内　容 日 曜日 場　所 時　　間

病態栄養相談 16日 金 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０

事前申込み

かるがも教室 18日 日 城辺保健福祉センター
１０：００～１１：３０

事前申込み

付
加
年
金
をご

存
知
で
す
か
？

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

　

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　

年
金
一
日
相
談

 

○
12
月
16
日（
金
）

　

 

10
時
〜
15
時
30
分

　 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

　
老
齢
基
礎
年
金
を
増
や
し
た
い
方

に
は
、「
付
加
年
金
」と
い
う
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　
付
加
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

通
常
の
保
険
料（
平
成
23
年
度
月
額

１
５
，
０
２
０
円
）と
と
も
に
、
月
額

４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
付
加
年
金
の
額
は
、「
２
０
０
円

×
付
加
保
険
料
を
納
め
た
月
数
」の

式
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
例
え
ば
、
付
加
保
険
料
を
５
年
間

（
60
か
月
）納
め
た
時
の
総
付
加
保
険

料
額
の
２
４
，
０
０
０
円（
４
０
０
円

×
60
か
月
）に
対
し
、
65
歳
か
ら
老

齢
基
礎
年
金
と
い
っ
し
ょ
に
支
給
さ

れ
る
付
加
年
金
の
額
は
年
額
１
２
，

０
０
０
円（
２
０
０
円
×
60
か
月
）と

な
り
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
２
年
間
で
元
金
が
か

え
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
、

付
加
保
険
料
を
10
年
納
め
た
方
、
40

年
納
め
た
方
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と

が
い
え
ま
す
。

　
た
だ
し
、
付
加
年
金
に
は
物
価
の

上
下
に
対
応
し
た「
物
価
ス
ラ
イ
ド

制
度
」な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
付
加
年
金
は
老
齢
基
礎
年

金
と
い
っ
し
ょ
に
支
給
さ
れ
る
た

め
、
繰
上
げ
支
給
又
は
繰
下
げ
支
給

を
し
た
と
き
に
は
、
本
体
の
老
齢
基

礎
年
金
と
同
じ
割
合
で
減
額
又
は
増

額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
方
は

①
自
営
業
者
な
ど
の
国
民
年
金
の
第

１
号
被
保
険
者
の
方
に
限
ら
れ
ま

す
。

②
半
額
免
除
な
ど
の
一
部
免
除
を
含

め
、
保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い
る
方

は
付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
ま
せ

ん
。

③
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
な
ど
、

国
民
年
金
の
任
意
加
入
者
の
方
も
付

加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

④
国
民
年
金
基
金
の
加
入
員
に
な
っ

た
方
は
付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
ま

せ
ん
。

　
な
お
、
付
加
保
険
料
は
、
納
付
期

限
を
過
ぎ
る
と
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
口
座
振
替
や
割
安
に
な
る
前

納
制
度
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

付
加
保
険
料
の
手
続
と
相
談
先
は

　
詳
し
く
は
、
町
民
課
年
金
係
又
は

宇
和
島
年
金
事
務
所
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
付
加
保
険
料
を
納
付
し
て

い
る
方
は
、
い
つ
で
も
任
意
に
申
し

出
て
そ
の
納
付
を
や
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
そ
の
場
合
で
も
掛
け
捨

て
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
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蛍光管は電気店又は環境衛生センターへ

 

税
務
課
等
か
ら
！

12
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

１２・１月行事予定表

第１日曜日   4日 西本病院 御荘平城 ☎73-2121

第２日曜日 11日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

第３日曜日 18日 粉川ファミリークリニック 城 辺 甲 ☎72-2111

天皇誕生日 23日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

第４日曜日 25日 岡沢クリニック 御荘平城 ☎70-1511

大　晦　日 31日 浜口医院 城 辺 甲 ☎72-0038

備考１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

12月の当直医
一　般　内　科

救　急　担　当

日 曜 時　間 行事名 場　所

１2月

3 土 13：30～16：30 愛南町PTA大会
御荘文化
センター

4 日

9：30～14：00 内海文化発表会 ＤＥ・あ・い・２１

9：00～17：00
第6回 愛南町
ラケットテニス大会

御荘Ｂ＆Ｇ海洋
センター体育館

8：30～17：00
第12回
フレンドリーカップ
ソフトバレー大会

一本松交流促進
 センターほか

8：30～16：00 篠南文化祭
篠山小学校
体育館ほか

5 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

11 日

8：30～17：00
第7回 愛南町
スポーツ少年大会

サッカー競技

南レク城辺     
多目的広場ほか

8：30～15：30
第62回
愛媛駅伝競走
(一本松～宇和島大会)

一本松山村
開発センター

14 水 13：00～15：00 行政相談 城の辺学習館ほか

17 土 17：30～19：30
パール
イルミネーション

in DE・あ・い
ＤＥ・あ・い・２１

18 日 10：00～12：00
愛なん愛級
グルメグランプリ

御荘文化
センター

26 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

１月

3 火 13：00～16：30 愛南町成人式
御荘文化
センター

7 土 10：00～14：30
平成23年度国体開催
地スポーツ振興事業     
(サッカーイベント)

御荘文化
センター 

南レク
城辺球技場

8 日

9：00～16：00
第7回 愛南町女子6人制
バレーボール交流大会

一本松交流
促進センター

8：30～17：00
第14回
南宇和サッカー協会杯

少年サッカー大会

南レク城辺     
多目的広場ほか

9 月 8：30～17：00 第43回深浦少年剣道大会
旧深浦小学校

体育館

11 水 13：00～15：00 行政相談 城の辺学習館ほか

16 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

29 日 9：30～11：40 平成24年愛南町消防出初式
南レク城辺
多目的広場

30 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

愛いっぱい愛南産直市
１２月６日（火）～１２日（月）

時間　10：00～19：00　　場所　松山三越

■1月7日（土）～1月15日（日）

どろんこのうた版画展

時間　8：30～19：00　場所　DE・あ・い・21　

固

定

資

産

税

3期分/

4期分

国

民

健

康

保

険

税

7期分/

10期

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

6期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督
促
状

に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。
町
税
を
滞

納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐
車

場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末
に
振
替

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
該
当
日
が
休
日
の
場
合

は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の
振
替

日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌
月
の
10
日

で
す
。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
旧
深
浦
漁
協
冷
蔵
庫
前
、
久
良
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
・
深
浦

公
民
館
、
小
屋
ノ
浦
・
古
月
・
鯆
越
・
脇
本
各
集
会
所

12/26

1/31

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
緑
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
、
三
島
団
地
、
愛
南
町
役

場
、
山
出
・
太
場
・
豊
田
・
長
野
各
集
会
所
、
中
ノ
谷
・
鼻
共
同
住
宅
横

12/22

1/27

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
矢
の
町
・
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦
盛
各
集
会

所

12/20

1/25

西　海

中
泊
埋
立
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
西
海
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・
内
泊
・
船
越
・

小
浦
・
弓
立
・
越
田
各
集
会
所

12/16

1/23

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所
手
前
、
樽
見
小
学
校

跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久
家
各
集
会
所

12/14

1/19

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
上
大
道
公
民
館
、
広
見
・
中
川
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
一
本
松
・
満
倉
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

12/12

1/17

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
油
袋
漁
民
セ
ン
タ
ー
、

旧
川
村
光
男
作
業
場
、
兵
頭
郁
生
さ
ん
宅
前
、
旧
内
海
支
所
、
魚
神
山
船
越
・

平
碆
・
柏
崎
各
集
会
所

12/9

1/13

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
町
営
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
二
・
馬
瀬
・
深
泥
・
寺

新
町
各
集
会
所
、
節
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

12/7

1/11

御
荘
菊
川
農
村
研
修
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長
崎
・

貝
塚
・
八
幡
野
各
集
会
所

12/5

1/6

中
浦
漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
前
、
赤
水
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

長
月
公
民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・
尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

12/1

1/4

１2、１月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ!
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あなたの子育てをサポートします
実施場所 問合せ 内　容 開設日 開設時間 12月のお知らせ

はまゆう乳幼児保育所
地域子育て支援センター
「どんぐりの会」

はまゆう

乳幼児保育所内

７２－４３２８

サークル活動
月   
火・木   

園庭・保育室開放 水・金   

育児（電話）相談
月～金   
土   

御荘子育て
支援センター
「こあら」

御荘保育所内

７２－０５９８

サークル活動 月・水・金   
園庭等開放 火・木  
育児（電話）相談 月～金  

うみのこ広場 出張場所：西海支所２階 サークル活動 第3木曜  

こぶたの広場
プラザじょうへん内

７３－２２８８
詳しくは「こぶた通信」に記載

育児相談・
つどいと交流
各種ワークショップ

日～金   

御荘文化センター
「あいなん子育て
応援グループ」

生涯学習課内
73-1111

子育て 
  (電話)相談

木曜

 

～
～
～
～
～
～
～
～

～

～

～

１２：００  
８：００
８：００
８：００
８：００
８：３０
８：３０
８：３０

９：３０

１０：００

１３：００

１７：００  
１３：００
１７：００
１７：００
１２：００
１３：３０
１３：３０
１７：１５

１１：３０

１６：００

１６：００

笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
愛
な
ん
っ
こ

●18日(日)10:00～
クリスマス会《はま
ゆう保育所ホール》          
●12月29日(木)～1月
3日(火)は休みです。

●5日(月)世代間交流 
●14日(水)出張「わんぱく」
クリスマス会&修了式
●21日(水)ベビースリング
●12月29日(木)～1月3日(火)は
休みです。

●2日(金)、5日(月)、7
日(水)、9日(金)は《夢
創造館》で行います。          
●12月29日(木)～1月3
日(火)は休みです。

●12月29日(木)～1月
3日(火)は休みです。

御荘
保育所
すみれ組

中浦
保育所

御荘
保育所
ふじ組
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に け ー し ょ ん

　年末になると、いろいろな10大ニュースが発表されますが、「本日!

海日和!!」のNo.1ニュースは、ボロカサゴの出現でした。

　ボロカサゴは、とても珍しく、なかなか出会うことができないた

め、ダイバーにとって憧れの的です。個体により赤や黄など様々な色

をしていますが、今回は、鮮やかな紫色をした個体でした。特徴がよ

く分かるように、横顔をアップで撮影しました。突き出た口の回りに

は、ひげのような皮弁があちらこちらに出ています。顔や背びれに水

玉模様がたくさんついていて、華やかな姿です。でも、名前を付けた

人には、ぼろを着ているように見えたらしく、ボロカサゴという残念

な名前をつけられてしまいました。

　今年も、たくさんの生き物たちに出会うことができ、愛南の海の豊

かさを再認識することができました。

（テボ礁 水深20m 2011.8.26）環境省自然公園指導員 西尾知
と も て る

照

　本日! 海
う み び よ り

日和!!「今年のNo.1ニュース ボロカサゴ出現!」

11/6 ふるさと一本松祭

11/9 おさかな大好き!ぎょしょく普及事業
　御荘中学校2年の矢野夏

な つ き

生、小野山果
か り ん

林、埜下陽
は る か

加です。
私達は2日間、愛南町役場で職場体験学習をさせていただき
ました。
　その中でも1番心に残っているのは、家串保育所のぎょ
しょく教育のお手伝いをしたことです。会場の準備をした
り、園児たちと「ぎょしょく」のお話を聞いたり、一緒に
じゃこ天を作ったりしました。じゃこ天づくりでは、包丁でアジをさばくのに挑戦してみま
した。園児たちと一緒に魚のすり身で形を作って、美味しいじゃこ天をいただきました。
　みんなで楽しくぎょしょく教育を受け、園児たちのおさかなに対する関心が高まったよ
うに感じられました。

　満開のコスモスに包まれた広見地区の田園を主会場に、恒例の「第6回ふるさと一本松
祭」が行われました。今年は愛南町出身のヴォーカリスト、「テノヒラ」のkiku(菊田朱美)
さんのライブと家串地区の郷土芸能「家串の荒獅子」が披露され、会場は大いに盛り上が
りました。
　このほかステージでは、一本松保育所園児によるお遊戯、一本松小学校児童の合唱、一
本松中学校音楽部の演奏、ビンゴゲームなどが行われ、会場では地元特産品などの物産販
売や野点も行われました。
　また午後からは、会場の田んぼに作られた特設土俵で闘牛の土俵入りや迫力の結びが行
われ、会場近くの広見コミュニティセンターでは、南宇和高校吹奏楽部の演奏会と餅まき
が行われました。途中からあいにくの雨模様となりましたが、約3,000名の来場者が実りの
秋を満喫しました。
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愛 南 こ み ゅ
10/19 手作りおもちゃで遊ぼう!南高ワークショップ

　南宇和高校体育館で、高校1年生196名と小学1・2年生62名、幼稚園児25名、乳幼児8

名が参加して、手づくりおもちゃなどで交流するワークショップが行われました。この

事業は、「こぶたたんぽぽポケットとんぼ(増田和
か ず え

恵代表)」をはじめとする子育て支援グ

ループや愛南町ボランティア連絡会などの協力で、平成14年度から実施されています。

　子ども達は、紙飛行機や折り紙、すごろく、パズル作りなど7班に分かれて、高校生の

お兄さんやお姉さんと一緒におもちゃを作って遊びながら楽しく交流しました。

10/22 第3回サロン・オーケストラ・コンサート

10/29 大漁!あいなん磯釣大会
　西日本屈指の漁場、西海・内海地域海域で、今年で6回目

となる「あいなん磯釣大会2011」が行われ、県内外から172

名の釣りマニアが参加して腕を競い合いました。この大会

は、愛南マリンイベント実行委員会と中泊・西海南部・内海

の各渡船組合によって、国内有数の釣りポイントが多い愛南

町をPRしようと毎年開催しています。

　グレ長寸の部では兵庫県の高井崇
た か ゆ き

行さん(47.5cm)が、同重

量の部(3匹の合計)では高知市の西村孝
た か ひ ろ

洋さん(3.06kg)が、他魚の部では高知県の乾 和
か ず ひ と

仁さん

(70.0cmのハマチ)が、レディースの部では本町中川の岩村眞
ま き こ

規子さん(47.0cmのタマメ)が、

それぞれ優勝されました。

　御荘文化センターで、本町の御荘平城
出身のコントラバス奏者、吉本宗

し ゅ う じ

司さん
による「第3回サロン・オーケストラ・
コンサート」が開催され、約550名の来
場者がクラシックやタンゴ、ワルツなど
管弦楽の生演奏を楽しみました。
　前半には、ヨハン・シュトラウスやエ
ルガーなどのクラシックの名曲が美しく
奏でられ、ゴセックの「ガボット」では、会場
から選ばれた3人の子ども達が指揮者に挑戦し
ました。後半には、アルゼンチンタンゴやワル
ツの名曲「美しく青きドナウ」などが演奏され
ました。
　吉本さんは、かつてのヨーロッパのような
「自然と音楽と触れ合える」環境を、日本でも
作りたいと日々演奏活動をされています。吉本
さんの今後ますますのご活躍をお祈りします。
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元
気
い
っ
ぱ
い

　
ア
イ
・
あ
い
・
愛
ラ
ン
ド

優秀団体賞
インティ御荘

硬式テニス　　　　　Aクラス優勝 吉村智
も と お

生・梶原重
し げ お

雄ペア
　　　　　　　　　　Bクラス優勝 浅海伸

し ん じ

児・吉田大
だ い す け

輔ペア
軟式テニス　　　　　1部優勝   芝田眞

し ん じ

次・山口一
い っ ぺ い

平ペア
　　　　　　　　　　2部優勝   吉田博

ひ ろ し

史・流水滋
し げ と

人ペア
【体育協会表彰の受賞者は、次のとおり】

体育功労賞

尾川康
やす ひ と

人(陸上・愛南体協)
多年にわたる駅伝の普及に選手・監督として尽力され、愛媛駅伝・クラブ駅伝・
駅伝カーニバル等、愛媛県内の主要大会において、何度も優勝に導くとともに、
選手の育成に貢献した功績

優秀選手賞

二神明
あ す み

日美(剣道・一本松小) 第19回愛媛県少年剣道選手権大会小学5年生女子の部優勝

久德真
ま こ

子(剣道・城辺中)
第19回愛媛県少年剣道選手権大会中学1年生女子の部優勝、第63回愛媛県中学総
体剣道競技優勝、第49回四国中学総体準優勝、平成23年度全国中学校体育大会・
第41回全国中学校剣道大会準優勝

松田華
か な え

苗(剣道・城辺中)
第19回愛媛県少年剣道選手権大会中学2年生女子の部優勝、第22回愛媛県中学校
新人体育大会優勝、第49回四国中学総体5位、平成23年度全国中学校体育大会・
第41回全国中学校剣道大会5位

島津亜
あ り さ

理紗
(剣道・一本松中 現新田高校)

愛媛スポレク祭2010剣道競技兼第43回愛媛県スポーツ少年大会剣道競技優勝

清水幸
こ う の す け

之助(相撲・赤水小)
第5回わんぱく相撲宇和島場所小学4年生個人の部優勝、第27回わんぱく相撲全国
大会小学4年生個人の部出場、2011愛媛県小学生相撲選手権大会小学4年生個人の
部優勝

早田直
なお み ち

通 (相撲・御荘中) 第23回愛媛県中学校新人体育大会個人軽量級優勝

梶田愛
ま な み

美 (陸上・平城小)
平成23年度愛媛陸上カーニバル小学生陸上女子100m6年1位(14秒13)・走幅跳6年1位(3m87)、第27回全
国小学生陸上交流大会愛媛県一次選考会女子100m6年1位(14秒53)、第27回全国小学生陸上交流大会愛
媛県最終選考会女子100m6年2位(14秒10)、第27回全国小学生陸上交流大会女子100m6年出場(14秒30)

濵 辰
りゅうせい

成(陸上・城辺小) 平成23年度愛媛陸上カーニバル小学生陸上男子走幅跳6年1位(4m09)

本多康
や す ひ さ

久
(陸上・城辺小 現城辺中)

平成22年度愛媛県小学校陸上運動記録会男子走幅跳1位(4m81)

川﨑勇
ゆ う と

斗(陸上・愛南体協)
平成22年度愛媛県秋季陸上競技大会砲丸投1位(15m64※県新記録)、第66回愛媛県
陸上競技選手権大会砲丸投1位(14m00)

山本音
と わ

羽(水泳・平城小) 2011B&G全国ジュニア水泳競技大会女子50m背泳ぎ3位(39秒99)

稲田智
ち え

恵
(水泳・伊予かんえい会)

第27回日本身体障害者水泳選手権大会女子Sクラス50m自由形5位(1分14秒81)、第
17回中国四国身体障害者水泳選手権大会女子Sクラス50mバタフライ1位(1分20秒
41※大会新)

特別表彰優秀選手賞

原田宣
のぶ ゆ き

行(陸上・南宇和高)

平成22年度愛媛県秋季陸上競技大会5000m競歩1位(22分46秒85)、第65回愛媛県高校総
体5000m競歩1位(21分52秒25)、第64回四国高校陸上競技対校選手権大会5000m競歩1位
(21分52秒35)、第56回愛媛県陸上選手権大会5000m競歩1位(22分35秒14)、平成23年度全
国高校総体5000m競歩決勝進出(21分44秒75)、第66回国民体育大会愛媛県予選会5000m
競歩 1位(22分44秒75)、第59回四国陸上競技選手権大会5000m競歩2位(22分48秒82)

優秀団体賞

南宇和剣道会小学生団体
愛媛スポレク祭2010剣道競技兼第43回愛媛県スポーツ少年大会剣道競技優勝、第
33回全国スポーツ少年団剣道交流大会出場(東日本大震災のため中止)

城辺中学校女子剣道部
第23回愛媛県中学校新人体育大会優勝、第63回愛媛県中学校総体優勝、第49回四国
中学校総体優勝、平成23年度全国中学校体育大会・第41回全国中学校剣道大会5位

インティ御荘
第42回全国ママさんバレーボール大会兼第41回四国家庭婦人バレーボール大会愛
媛県予選優勝、第41回四国家庭婦人バレーボール大会優勝、第42回全国ママさん
バレーボール大会出場(東日本大震災のため中止)

体育功労賞

尾川康
やすひと

人さん

優秀選手賞の皆さん 優秀団体賞
南宇和剣道会小学生団体

優秀団体賞
城辺女子剣道部
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　南レク城辺公園グラウンドほかで、町老人クラブ連合会
による「第7回クロッケー大会」(9/15)と「第8回グラウンド
ゴルフ大会」(9/29)が行われ、クロッケー大会に21チーム、
グラウンドゴルフ大会に134名の参加がありました。
【大会結果は次のとおり】

クロッケー大会

優勝 久家A　準優勝 山出　3位 平城・中川B
グラウンドゴルフ大会

優勝 本多政
ま さ と し

年 (久家)　準優勝 湯浅美
み か よ

加代 (長月)
 3位 田中 實

みの る

(長崎) 

クロッケー大会優勝 久家A

クロッケーとグラウンドゴルフで健康づくり!

黒潮カップで 2連覇!
平城サッカークラブ

9/　

15・29

　高知県黒潮町の佐賀東公園多目的グラウ

ンドで行われた「第9回黒潮町黒潮カップ少

年サッカー大会」3年生以下の部に出場した

「平城サッカークラブ」が、高知県勢をおさ

えて見事優勝、昨年度に続き2連覇を果たし

ました。

10/　

  9

グラウンドゴルフ大会優勝本多さん(左)、
準優勝湯浅さん(中)、3位田中さん(右)

　鬼北町鬼北総合公園体育館で開催された「第13

回体育の日記念 宇和島市ミニバスケットボール新

人大会」女子の部に出場した「愛南ミニバスケッ

トボールクラブ」が、南予各地の強豪をおさえて

見事優勝し、同大会3連覇を達成しました。

体育の日記念ミニバス新人大会優勝 !
10/　

 10

　南レク城辺球場ほかで「第7回スポーツフェスタIN愛南」が開催され、約600名のスポー

ツ愛好者が、それぞれの種目でスポーツの秋を満喫しました。開会式では、全国大会等で

優秀な成績を収めた選手14名と3団体に体育協会表彰が贈られました。
【大会結果は次のとおり。優勝のみ掲載】

軟式野球　　　　　　優勝 中浦ホワイトソックス
ソフトボール　　　　1部(一般)優勝 ノンベーズ  2部(50歳以上)優勝 愛妻クラブ
　　　　　　　　　　3部(60歳以上)優勝 ドリーム55
バレーボール　　　　男子6人制優勝 南宇和高校  女子9人制優勝 Passion
ソフトバレーボール　1部優勝 クレヨン  2部(50歳以上)優勝 カルテット
クロッケー　　　　　優勝 久家A
グラウンドゴルフ　　団体の部優勝 御荘A  個人の部優勝 西平信

の ぶ ゆ き

行 (御荘F)
　　　　　　　　　　ペアマッチの部優勝 前田覺

か く み

美・安岡佑
ゆ う き

樹ペア

スポーツフェスタ IN愛南
10/　

 16
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　御荘B&G海洋センター相撲場で、「第7回伊予・土佐親善相撲愛南大会」が行われ、小

学生の部に16チーム、中学生の部に10チーム、総勢約100名の少年力士が参加し、白熱し

た熱戦を繰り広げました。
【大会結果は次のとおり。なお個人戦は各部優勝者と3位以上の本町選手のみ掲載】

個人戦
 小学1年生の部 優勝 梶田瑠

る ち か

愛(御荘)  準優勝 菅原志
し き

季(城辺)
 小学2年生の部 優勝 森岡良

り ょ う た

太(津島)

 小学3年生の部 優勝 石川 剛
つよ し

(南国長岡)

 小学4年生の部 優勝 松田叶
と む

夢(南海)  準優勝 伯耆諒
りょうす け

丞(愛南)

 小学5年生の部 優勝 熊坂光
こ う き

貴(津島)

　　　　　　　3位 西田顕
け ん ご

吾(城辺)  土居佑
ゆ う や

也(御荘)

 小学6年生の部 優勝 福井健
け ん た

太(津島)

 中学1年生の部 優勝 浜岡直
な お や

弥(片島)

 中学2年生の部 優勝 田中大
だ い す け

介(野村)

 中学3年生の部 優勝 中井 駿
しゅん

(明徳)

団体戦
 小学生の部 優勝 南国長岡A  準優勝 土佐清水   3位 野村A
 中学生の部 優勝 明徳義塾A  準優勝 明徳義塾B  3位 鳶ヶ池

相撲で交流! 伊予土佐親善相撲大会
10/　

 30

　高松市で開催された「平成23年度 教育長・責任者海洋センター・

クラブ活性化会議」において、B&G御荘海洋クラブ(末廣秀
ひ で し

司代表 会

員52名)が、優良クラブ表彰として平成22年度特A評価を受けました。

　B&G御荘海洋クラブは、セーリング体験会や他の海洋クラブとの

交流など、活発な活動が評価され今回の表彰となりました。クラブ

を代表して表彰を受けた末廣代表は「今後も評価に恥じないクラブ

として、青少年の健全育成に努めます。」と話されていました。

優良海洋クラブ特A評価!
11/　

1～2

古山 透
とおる

B&G財団理事(左)
と末廣代表(右)

　御荘B&G海洋センター相撲場で、「平成23年度愛媛県高等学校相

撲新人大会兼南予新人大会・平成23年度全国高校相撲新人体育愛媛

県予選」が行われ、南宇和高校1年の近平佳
け い た ろ う

多朗くんが個人戦で見事

優勝しました。なお近平くんは、来年3月に高知県で行われる全国大

会に出場します。

　また、団体戦でも南宇和高校相撲

部が準優勝しました。

新人戦で大活躍! 南高相撲部
11/　

 12

団体戦準優勝
南宇和高校相撲部 個人戦優勝 近平くん
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　南レク城辺芝球技場で、小学女子の部(10/29)に5チー

ム、キッズの部(10/30)に16チーム113名の園児が参加し

て「愛南サッカーフェスティバル2011」が開催され、一

生懸命ボールを追いかける児童や園児の姿に、多くの保護者から熱い声援が送られていま

した。

　また、南宇和FCの宇都宮彩
あ や な

菜さん(城辺小5年)が12歳以下の愛媛県代表

メンバー20名に選ばれ、11月19日と20日に開催された「第9回JFA四国

ガールズ・エイト(U-12)サッカー大会」に出場しました。
【大会結果は次のとおり】

小学女子の部　優勝 大洲FCパンサーズ  準優勝 FCアレッサ(宇和島) 
　　　　　　　3位 南宇和FC
キッズの部　　優勝 ジャパン(城辺保育所)
　　　　　　　準優勝 ロケットキュア(城辺幼稚園)
　　　　　　　3位 なでしこ(緑保育所)・ビクティニ(城辺幼稚園)

がんばれ、なでしこ・キッズ!
愛南サッカーフェスティバル

10/　

29～30

宇都宮彩
あ や な

菜さん

軟式野球準優勝 御荘中学校野球部

小学女子の部3位
南宇和FC

キッズの部優勝
ジャパン(城辺保育所)

中学校新人体育大会で大活躍!
11/　

13
10/　

29～

　県内各地で行われた「第24回愛媛県中学校新人体

育大会」では、愛南町勢が大活躍しました。特に軟

式野球、剣道、相撲ではそれぞれ上位入賞の結果を

残しました。今後の活躍が楽しみです。
【大会結果は次のとおり】

団体の部
 軟式野球 　準優勝 御荘中学校野球部
 剣道男子 　準優勝 一本松中学校剣道部
 剣道女子　 優勝    城辺中学校剣道部
個人の部
 剣道女子
 優勝 久徳真

ま こ

子(城辺中2年)

 3位 中井亜
あ き

紀(城辺中2年)　 

 相撲軽量級
 3位 都築汰

た い ち

知(御荘中1年)

キッズの部準優勝
ロケットキュア(城辺幼稚園)

剣道女子優勝 城辺中学校剣道部剣道男子準優勝 一本松中学校剣道部
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保
健
福
祉
課
か
ら

戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
様
へ
！

◆
み
な
み
う
わ
俳
句
会

魚う
お

捕
り
の
石
組
む
音
や
霧
の
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
島
　
泰
子

大
声
で
秋
刀
魚
焼
く
か
な
漁
師
町
　
　
　
　
　
　
　
　
長
尾
　
則
夫

稲い
な
ぼ
こ
り
埃
は
ら
ふ
農
夫
の
笑
顔
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
千
代
子

秋
刀
魚
焼
く
昭
和
の
七
輪
出
番
待
つ
　
　
　
　
　
　
　
濵
　
　
初
榮

草
の
実
五
つ
て
の
ひ
ら
の
宝
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
口
ひ
さ
子

裏
窓
に
風
を
も
ら
い
て
夏
の
れ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
安
岡
　
紫
峰

青
レ
モ
ン
摘
め
ば
青
き
香
放
ち
け
り
　
　
　
　
　
　
　
宮
下
　
峰
月

新
し
き
住
所
は
刈
田
群
雀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
　
智
子

観
月
神
楽
帰
り
の
月
も
仰
ぎ
つ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
若
林
八
重
子

◆
御
荘
俳
句
会

百さ
る
す
べ
り

日
紅
と
知
ら
ず
愛
で
け
り
何
年
も
　
　
　
　
　
　
　
矢
鋪
　
　
都

秋
ふ
か
し
机
の
上
の
謡
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
金
子

束
の
間
の
日
を
捉
え
け
り
冬
の
水
　
　
　
　
　
　
　
　
加
洲
勢
津
子

子
等
の
声
か
け
め
ぐ
り
た
る
秋
桜
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
崎
　
松
恵

◆
檳
榔
子

右
手
挙
げ
大
声
だ
し
て
案
山
子
ど
の
　
　
　
　
　
　
　
若
林
八
重
子

大
花
野
色
と
り
ど
り
の
風
絡
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
好
ミ
キ
ヱ

絵
と
な
り
て
花
野
に
遊
ぶ
児こ

の
二
人
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
和
子

目
礼
の
青
年
ひ
と
り
野
紺
菊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
藤
ミ
ヱ
子

秋
寒
や
一
両
列
車
の
影
落
と
し
　
　
　
　
若
山
　
節
子

秋
の
日
の
赤
子
の
瞳
美
し
く
　
　
　
　
　
吉
田
　
朝
子

花
芒
腰
ま
で
埋
ま
る
測
量
士
　
　
　
　
　
山
口
　
　
菫

秋
冷
の
山
鳩
鳴
く
や
父
母
の
墓
　
　
　
　
濵
野
　
康
子

秋あ
き
ゆ
う
や
け

夕
焼
望
み
浜
風
コ
ン
サ
ー
ト
　
　
　
　
小
島
　
泰
子

四
の
五
の
と
縺も
つ

れ
し
話
ゐ
の
こ
づ
ち
　
　
吉
田
モ
ミ
ヱ

◆
西
海
俳
句
会

朝
寒
や
一
枚
足
し
て
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
へ
　
吉
田
　
久
江

墓
参
り
兄
弟
豊
か
で
元
気
に
て
　
　
　
　
利
根
早
智
江

秋
深
し
足
踏
ミ
シ
ン
友
と
居
て
　
　
　
　
吉
田
　
朝
子

阿
蘇
五
岳
波
う
つ
す
す
き
牛
の
群
　
　
　
吉
田
　
笑
代

勤
行
に
明
け
ゆ
く
祖
山
薄
紅
葉
　
　
　
　
吉
田
　
弘
定

◆
新
く
さ
の
葉
短
歌
会
（
は
こ
べ
）

十
七
歳
に
て
教
壇
に
立
ち
子
供
た
ち
に
何
を
教
え
し
か
今
に
し
て
怖
る
　
　
　
　
　
土
居
　
　
清

う
す
暗
き
床
の
片
隅
に
生
き
い
き
と
白
き
秋
明
菊
活
け
て
和
み
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
倉
田
美
津
枝

予
定
日
近
づ
き
ま
だ
か
ま
だ
か
と
待
た
れ
い
し
孫
は
真
っ
赤
な
男お

の
子
産
み
た
り
　
　
　
　
斉
藤
ト
ミ
子

玄
関
に
今
年
も
来
鳴
く
つ
く
つ
く
師
心
よ
せ
ゐ
し
亡
き
夫
思
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
コ
マ
ヱ

ス
ー
パ
ー
で
メ
モ
を
片
手
に
う
ろ
う
ろ
と
品
物
探
し
て
疲
れ
て
し
ま
い
ぬ
　
　
　
　
長
田
ハ
ル
子

山
畑
に
草
焼
く
煙
の
ぼ
り
立
つ
秋
の
気
配
の
ど
こ
か
ゆ
か
し
き
　
　
　
　
　
　
　
　
西
﨑
　
文
恵

病
む
体
な
だ
め
て
作
り
く
だ
さ
れ
し
「
新
く
さ
の
葉
」
に
寒
蘭
の
花
　
　
　
　
　
　
前
田
　
　
充

　広報「あいなん」10月号27ページの
「第 2 回東日本大震災チャリティーフ
リーマーケットのお知らせ」について、
「売上金は義援金として愛南町社会福祉
協議会を通じて被災地に送らせていた
だきます」と表記していましたが、正
しくは「売上金は被災地支援金として
被災者とボランティアが共同企画した
復興支援団体『南三陸ミサンガプロジェ
クト』『女川小さな復興プロジェクト』
に送らせていただきます」でした。訂
正してお詫びします。

訂正とお詫び

　
独
立
行
政
法
人 

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で
は
、

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対
す
る
特
別
給
付
金
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

　
旧
ソ
連
邦
又
は
モ
ン
ゴ
ル
国
の
地
域
に
お
け
る
戦
後

強
制
抑
留
者
で
、
平
成
22
年
６
月
16
日
現
在
で
日
本
国

籍
を
有
す
る
ご
存
命
の
方

※
特
別
措
置
法
施
行
日（
平
成
22
年
６
月
16
日
）以
降
に

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
相
続
人
は
請
求
で
き
ま
す
が
、

施
行
日
前
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
遺
族
等
は
対
象
と

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

受
付
期
間

　平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　
ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い
方
は
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

請
求
期
間
内
に
特
別
給
付
金
の
支
給
を
請
求
し
な
か
っ

た
場
合
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
請
求
書
を
お
持
ち
で

な
い
方
は
、
当
基
金
か
ら
請
求
書
類
を
お
送
り
し
ま
す

の
で
、至
急
、当
基
金
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
既
に
特
別
給
付
金
を
受
給
さ
れ
た
方
は
、
再
度
の
請

求
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ

　独
立
行
政
法
人

　平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
事
業
部

　特
別
給
付
金
認
定
担
当

（
℡
０
５
７
０
―

０
５
９
―

２
０
４
）
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※上記情報は、広報紙掲載に対して、
　ご家族等に同意をいただいております。

心配ごと相談所

詳しくは、社会福祉協議会本所（℡70－1251）まで問合せください。

　無料で弁護士と民生児童委
員が相談をお受けします（1回の
相談人数は8人までで事前に予約が必
要。定員に達した場合は受付を終了）。
 １月１０日（火）14時～16時
　御荘老人福祉センター

福祉法律相談
　無料で民生児童委員２名が日
常生活でかかえる心配ごとの相
談をお受けします。
  １２月１０日（土）・２８日（水）
　14時～16時
　御荘老人福祉センター

（１０月受付分）

ご冥福をお祈りします

お誕生おめでとう

ま
ず
は
、
法
テ
ラ
ス
へ
!

（１０月受付分）

役場本庁(℡72－1211)
12月29日(木)から1月3日(火)
まで休み
戸籍関係の届出の受付、埋火
葬許可証の発行は行います。

内海支所(℡85－0311)
御荘支所(℡72－1111)
一本松支所(℡84－2211)
西海支所(℡82－1111)

環境衛生センター
(℡72－6955)

1月1日(日)から1日3日(火)まで
収集は休み
新聞、雑誌、ダンボールの持込
みは、12月30日(金)15時まで
粗大ごみの持込みは、12月28
日(水)12時まで

クリーンセンター
(℡84－3700)

12月29日(木)から1月3日(火)
まで休み

国保一本松病院
(℡84－2255)

内海診療所(℡85－0341)
御荘文化センター

(℡73－1111)
御荘B&G海洋センター

(℡72－1117)
12月27日(火)から1月4日(水)
まで休み

御荘夢創造館(℡72－1116) 12月29日(木)から1月3日(火)
まで休みDE・あ・い・21(℡85－1021)

御荘霊苑(℡72－4420) 1月1日(日)、1月2日(月)が休み
一本松温泉あけぼの荘

(℡84－3260)
年末年始、無休で営業

総務課から

年末年始の役場業務をお知らせします！
地区名 子の名 保護者

御荘平城 木　本　琥
こ

太
た

郎
ろう

元
もと

帥
し

緑　　乙 岡　田　藍
あい

　奈
な

康
やす

測
ひろ

御荘平城 細　川　泰
たい

　成
せい

圭
けい

二
じ

御荘平城 本　田　陽
ひ

　栞
おり

剛
たけし

城 辺 甲 澤　近　青
あお

　空
ぞら

幹
みき

人
と

御荘平城 山　木　瀬
せ

里
り

菜
な

貴
たか

博
ひろ

久　　良 松　下　潤
うる

　花
か

重
かず

思
し

御荘和口 松　村　旺
おう

　亮
すけ

拓
たく

朗
ろう

御荘長月 清　水　麻
ま

　央
お

貴
たか

行
ゆき

中　　浦 清　水　悠
ゆう

　慎
しん

雄
ゆう

一
いち

中　　浦 清　水　悠
ゆ

　愛
あ

雄
ゆう

一
いち

地区名 亡くなった方 享年

城 辺 乙 生　盛　愛
あい

　香
か

57歳

船　　越 　木　
はつ

　惠
え

77歳

緑　　乙 好　岡　ヒサ子
こ

89歳

油　　袋 伊　勢　武
む

佐
さ

誌
し

56歳

緑　　甲 中　田　マサヨ 93歳

一 本 松 島　津　ヤスノ 90歳

御荘菊川 濵　田　道
みち

　久
ひさ

92歳

高　　畑 岡　﨑　イワヱ 91歳

御荘平城 岩　村　八
や

代
よ

衣
い

60歳

久　　良 本　多　健
けん

　一
いち

78歳

家　　串 堀　田　イサヱ 92歳

正　　木 　木ノ下　　　 享
とおる

84歳

柏 増　元　シゲコ 89歳

中　　川 松　本　岩
いわ

　夫
お

82歳

久　　良 本　多　明
あけ

　美
み

76歳

緑　　甲  増　田　　　勝
まさる

96歳

岩　　水 宇都宮　巌
いわ

　子
こ

94歳

御荘長月 青　木　マリ子
こ

86歳

城 辺 甲 澤　近　ムツヨ   102歳

御荘平城 竹　田　ヤスミ 93歳

緑　　甲 安　野　左
そ

右
う

吉
きち

77歳

中　　川 赤　松　公
こう

　市
いち

89歳

御荘平城 實　藤　嘉
よし

　典
すけ

95歳

油　　袋 黒　田　正
まさ

　儀
よし

76歳

御荘平城 末　武　
たか

　子
こ

71歳

　
法
テ
ラ
ス
は
、
法
的
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
た

方
々
に
、
解
決
の
き
っ
か
け
と
な
る
情
報
や

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル

に
あ
っ
て
し
ま
っ
た
…
。
法
的
ト
ラ
ブ
ル
を

解
決
す
る
の
に
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
の

か
わ
か
ら
な
い
、
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
よ
い

の
か
わ
か
ら
な
い
、
と
い
っ
た
時
に
は
法
テ

ラ
ス
ま
で
気
軽
に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

法
テ
ラ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
５
７
０
―

０お
７な
８や
３み
７な
４し
）

法
テ
ラ
ス
Ｈ
Ｐ(http://w

w
w
.houterasu.or.jp/

）
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愛
南
町
の
持
つ
魅
力
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
掲
載
依
頼
な
ど
、
気
軽
に
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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愛
は

南
か
ら

10,913 戸

24,919 人

11,667 人

13,252 人

世帯数

人口

　男

　女

　東京の皇居で行われた平成 23 年度新嘗祭献穀

献納式において、献穀者の和家重
しげ と み

富さん・佳
か よ

代さ

んご夫婦と孝野覚
か く や

也さん・弥
や え

栄さんご夫婦が、天

皇皇后両陛下に米と粟の新穀を献納しました。

　お田植式や播種式、収穫の抜穂式など献穀を果

たされるまで、何かとご心労の多かったことと思

います。本当にご苦労様でした。

　先ごろ国土交通省が、宇和

島市岩松と愛南町柏を結ぶ高

規格道路「津島道路」の来年

度新規事業化を決定しまし

た。「津島道路」は一昨年の政

権交代によって事実上凍結さ

れていましたが、東日本大震

災の発生を受けて災害時の緊

急避難・輸送路として改めて

重視され、今回の決定になっ

たものです。

　鉄道も空港も無く、幹線道

路は国道 56 号線一つしかな

い愛南町にとっては、「真に

必要な道路・命の道路」であ

り、今回の決定は愛南町発展

の大きな第一歩といえるで

しょう。また今年度末には、

西予 - 宇和島間の高速道路も

開通し、愛南町も本格的な高

速道路時代に突入します。

　高速道路網の整備は、災害

対策や医療福祉、産業振興、

観光分野にその効果が期待さ

れるものの、一方では購買力

の流出などによる地域経済の

地盤沈下、いわゆる「ストロー

現象」も懸念されます。しか

し「ストロー現象」は、大都

市への一方的な流れではな

く、愛南町の強みをさらに高

めることで逆の流れを起こす

ことも可能だと思います。

　愛南町は、「びやびやかつお」

や「愛南ゴールド」をはじめ

とする新鮮な食材の宝庫であ

り、お遍路さんへのお接待を

通じた「おもてなしの心」が根

付くまちです。これら愛南町

の魅力をさらに高めていけば、

いずれ到来する高速道路時代

は町の活性化の大きなチャン

スになるものと信じます。

10/27


